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BSAT-3c/JCSAT-110R衛星燃料寿命の精査及び高傾斜角軌道運用による燃
料寿命／サービス提供可能期間延伸の検討
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• 第4回ワーキンググループ会合後、燃料寿命延伸の2者間協議を開始。

• 通常運用時の燃料寿命再精査の結果、 2030年9月まで運用可能である旨確
認。

• 並行して高傾斜角軌道運用の許容範囲見極めを実施。再精査した燃料寿命を
基に、高傾斜角軌道運用採用による燃料寿命／サービス提供可能期間の延伸
について分析。

• 対策（次スライド参照）を講じることで、軌道傾斜角1.15度まではサービス継
続可能である旨確認。

• この際の燃料寿命／サービス提供可能期間は最短で2031年10月末まで
（通常運用時比で約1年延伸。通常運用時の燃料寿命の2-3か月前に高傾
斜角軌道へ投入）。

• 新衛星打上げ時期の精査に向け、メーカー等に対して打上げ失敗時の衛星再打
上げに要する期間を含む最新のスケジュール関連情報の聴取を実施中。



BSAT-3c/JCSAT-110R高傾斜角軌道運用に際して講じる対策
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• 45cm CSアンテナ設置推奨
エリア外に設置されたアンテ
ナの一部に顕著な受信品質
低下が発生する可能性あり

• 当該事象が発生した際には、
視聴者（110度放送を再放
送しているCATV局等を含む）
に対し、衛星事業者負担を
基本としたアンテナ交換を含
む必要な対策（オンデマンド
対応）を両者で実施

• 本衛星が予備衛星であ
ることも考慮 45cm CSアンテナの設置推奨エリア

（出典: スカパー公式サイト）
https://www.skyperfectv.co.jp/service/portal/kiki/shv45d/specification.html



参考１： 高傾斜角軌道運用の許容範囲の分析に際して採用したアプローチ
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• 傾斜軌道運用中も衛星搭載ビームが通常運用時と同等の方向を
指向するよう制御するとともに、3軸姿勢バイアス補正によりサー
ビスエリア内の電波レベル低下を最小化（詳細は参考2に）

• この際、軌道傾斜角が大まかに想定される程度であれば、本
邦外への電波漏れ込み増加に伴う衛星側の出力レベル低下
は不要であることもあわせて確認

• 軌道傾斜角拡大に伴う以下の変動量を加味して回線設計を実施

• サービスエリア内における衛星電波レベルの低下

• 放送受信アンテナの衛星方向アンテナ利得の低下



参考2： 高傾斜角軌道における衛星運用手法
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軌道傾斜角
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参考2： 高傾斜角軌道における衛星運用手法（続き）
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参考2： 高傾斜角軌道における衛星運用手法（続き）



参考3： 衛星放送ワーキンググループ（第4回: 2024-02-13）資料4-2抜粋
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